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１．はじめに

今回告示された学習指導要領の総則の中には、「生

きる力」を育んでいく一つのポイントとして「言語活

動の充実」が謳われている。また、国語科改訂の要点

の中で目を引くのが「伝統や文化に関する教育の充

実」である。これを受け、国語科では、言語の教育と

しての立場を一層重視し、国語を尊重する態度を育て

る必要があり、国際社会の中で活躍する日本人を育成

していくために、「我が国の伝統や文化を受け止め、

それを継承・発展させるための教育」が、教育現場に

求められている。

そのような中、児童たちの口からは「はずい（恥ず

かしい）」「めっちゃ～」「～的には」「やばい」「きも

い」など、若者言葉と言われるこれらの言葉が時々聞

かれる。これらの言葉は、児童たちの中にも抵抗なく

入ってきて、深く考えずに自由に使う面が見られる。

逆に、「故事成語」「ことわざ」など、昔から伝わる

様々な伝統的な言葉が児童たちの口から出てくること

はほとんどない。

その違いについて考えると、若者言葉は、表現の明

快さが第一誘因で広がっていくのであろうと思われる。

一方、故事成語、ことわざは、「意味が分からない」

「日常あまり目にしない」など、強く意識させなけれ

ば、児童たちがなかなか関心をもたない状況にある。

２．研究の実際

２．１「ひょうたんからコトバ」の番組内容分析

ＮＨＫ教育テレビ学校放送番組「ひょうたんからコ

トバ」（１５分）について、時間ごとの詳細な内容を

調べた。（表１参照）本番組は、毎回のテーマに沿っ

た「故事成語」「ことわざ」「短歌・俳句」「日本語い

ろいろ」の４つのコーナーに分かれて放送されている。

そこで今回、番組を１５分間通して視聴するのではな

く「分断視聴（１５分の番組を場面ごとに分けて視

聴）」させ、それにより各コーナーごとによりわかり

やすく学習に取り組めると判断した。

番組の時間配分は、故事成語に約５分、ことわざに

約４分、日本語いろいろに約４分と、この３つを柱と

して番組が構成されている。また、各コーナーの内容

（表１参照）を見ると、アニメーションや有名人によ

る体験談、映像と語り、パントマイム等、興味・関心

を高める工夫や児童の意欲を喚起する内容が盛り込ま

れている。

このように番組分析から、中学年でも理解しながら

学習を進めることができると考えた。また、今回の実

践は「故事成語」「ことわざ」「日本語いろいろ」の３

つのコーナーを中心に学習を展開することが良いと判

断した。

表１ 番組の構成分析表

２．２ 理解する場と考える場を１単位時間に設定

番組は、映像やアニメーションと文章とを併用する

ことで、「故事成語」や「ことわざ」の意味や使い方

をわかりやすく示し、児童の理解を高めている。そこ

で、「故事成語」や「ことわざ」の視聴は「理解する

場」ととらえ、視聴の後に番組を一時停止し、学習し

た「故事成語」や「ことわざ」を活用した文章を作成

するという「考える場」を設定した。この「考える

場」を設けることで、ただ番組を視聴するだけではな

く、児童が学習するという意識をしっかり持つことが

できると考え、学習した言葉の定着にもつながり、ひ

いては言葉に対する関心をより高めることにつながる

と考えた。また「俳句・短歌」については、素晴らし

い映像と語りを中心に扱われているので、教師側があ

まり補足せず、感じる場面として活用することとし、

「日本語いろいろ」は、毎回様々な言葉が出てくるの

で、内容に応じて教師側から指示を出し、学習を展開

するようにした。毎回の学習は、番組利用という点で、

ほぼ同じような形式で繰り返し学習が進められるので、

ワークシートを活用し（図１参照）、児童が主体性を

持って学習に取り組めるように進行は児童が行うよう

にして、教師側は「難しい言葉の意味や使い方の補
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足」「文章作成において苦手意識を持つ児童への個別

指導」「必要と思われる助言」を行うのみとした。

図１ ワークシートを活用した 1 単位時間の進め方

２．３ 学習内容を定着させるための教室環境の工夫

学習した直後は、印象に残り覚えているが、時間が

たつにつれて記憶が薄れてくる。特に、故事成語やこ

とわざについては、日常的に活用するものではないの

で、学習内容を定着する工夫が必要であると考えた。

その方法として学習した内容を教室に掲示することと

した。

自分たちが意識して覚えるように、番組終了後、グ

ループごとに、学んだ故事成語やことわざをワークシ

ートをもとに、責任を持って記載し、掲示するように

した。これにより休み時間など、掲示してある場所に

行き、言葉や意味を覚えようとする児童たちの姿が見

られるようになった。

写真１ 学習内容の児童手書きの掲示

３．考察

３．１ アンケート結果より

『「ひょうたんからコトバ」の学習は好きですか』

という問いに対して、好きと答えた児童は、３２名中

３１人であった。好きな理由（グラフ１参照）として、

「映像と言葉でわかりやすく、覚えられる」が３７％、

「楽しくておもしろい」が３５％で、学校放送番組の

効果であると考えられる。また「いろいろな言葉が覚

えられる」１１％、「役に立つ」８％、その他（難し

く習っていない漢字がでて勉強になる、使い方がよく

わかる、昔の人の考えがわかる）９％と、言葉の理解

向上を理由に挙げているのが全体の４分の１程度であ

り、それら児童についてより詳しく見ると、普段の国

語の学習において理解が高い児童であった。理解度に

より児童のとらえ方に多少の違いはあるものの、番組

視聴による言葉への関心の高まりについては有効であ

ったと考えられる。

グラフ１ 番組を好きな理由

３．２ 児童の感想より

「ひょうたんからコトバを見て、はじめて故事成語

を知りました。すごいなあと思いました。故事成語を

使って文を書くのはむずかしいけれど慣れてくると少

しずつ書けてきたのでうれしかったです。」

「これからも、もっといろいろな言葉を覚えてその

言葉をいっぱい使いたいです。日記などで使うのが楽

しみになってきました。」

「初めて知った言葉があるとどんな意味か考えてし

まいます。意味を覚えられると家に帰ってお母さんに

問題を出すこともありました。」

「自分が書いた言葉はしっかりと覚えようと思いま

した。」

休み時間に、後ろの掲示物を一人で見ている子、数

人で話しながら見ている子、時間がたつにつれてそん

な姿を見る機会が増えた。感じ方はそれぞれであるが、

番組だけでなく、環境の整備や活用の場を工夫したこ

とが、言葉への関心をさらに高めたということを、そ

れぞれの感想から感じることができた。

３．３ 今後の課題

今回の実践を行い、目標とした「児童の言葉への関

心の高まり」を実感している。それと同時に、次のよ

うな課題もみえてきた。

○ 年間学習指導計画における明確な位置付け

○ 児童の実態を考慮した学年間での繰り返しの指導

○ 学校放送番組活用後における指導の工夫

伝統や文化に関する教育の充実は、教師側が意識し

て実践していかないとなかなか難しいように感じる。

今後も学校放送番組のような手軽で効果的に活用でき

る教材を授業に取り入れながら児童の言葉に対する関

心を高め、国際社会で国語を誇りに思える人間を育成

していきたい。
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